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　著者は前報1）・L））でglycerol筋のATP短縮，伸展に対
するMg”，　Ca”の影響を詳細に検討し，両イオンの作用
州庁の一一一しつの可能性として，Mg”はATP共存：下にAM
分子の結合をゆるめる如く作用し（脱hysteresisまたは
derigor促進），逆rL　Ca”はAM分子の結合を強める
（hysteresisまたはrigor促進）ことを示唆した。
　本四においては，両イオンの作用機構を一層明確にすべ
く，glycerol筋に対してderigor効果を有する高濃度
KCI，　pyrophospha七e　並びにA．MのSH基を阻害する
salyrgan’x”；’を用いて実験を行った。
　　　　　　　　　　実験方法
A．実験材料：
　1）gycerol筋：前報2）と同じ1：方法で作製し，8～50日
処理の材料を使用した。なお実験に供する時は，室温で
20％glyeerolに2～4時閲放置したのち，直径O，3　mm，
長さ30mmの小筋線維束に分け，0．16　M　K：Clで10分間
前処置した（但し，実験5．のみはO．16MK：Cl＋5×工0－3M
salyrganで10分聞前処置）。，
　2）AT？＝前報L））と同じく溶解し，4x10一3　M　ATP液
を用いた。
　3）pyrophosphate：HCIで中和した10　2　M．　Na－py－
rophosphateを使用した。なお，　N　a濃度はK濃度に換
算して0．16Mに補正した。
　4）salyrgan：結晶をKCI溶液で溶解し（5×10－2M
salyrgan溶液中Va　O．04　M　KCIを含む），　HGIで中和した
のち稀釈して使用した。
5）　Mgi＋，　Ca”：　MgClft，　CaC12を用し、たo
B．実験装置並びに操作；
　前罪O．）と同じく等張性積桿を用い，
た。温度は灌流装置を施して調整し，
た。
　　　　　　　　　　実瞼成績
荷電は200mgとし
液温17’～20℃とし
1）glycerol筋に対する高濃度K：CIの仲里効果に及ぼす
　　Mg朴，　Ca÷トの影響
　一定荷重下でglycerol筋に0．6　M　KCI及び0．6　M　KCl
vrL　MgCl、］，　CaCl雪をそれぞれ10『3M共存せしめて作用し
た成績が（Fig．1）である。
2）各種K：Cl濃度下におけるglycerol筋のATP短縮，
　　伸展に及ぼすCa”の影響
　ATP液のK濃度を，0．1，0．3，0．4及び0．5　Mとし，さ
らに同様の条件下で5×10『3　M　CaCleを各KCI濃度の
ATP液に共存せしめて作用した成績が（Fig．2）である。
3）glycerol筋に対するpyrophosphateの伸展効果に及
　　ぼすMg＋F，　Ca”の影響
　glycerol筋に10－2　M　pyrophosphate及び，同液にそ
れぞれ5×10『3MのMgC12並びにCaC12を共存せしめて
作用した成績が（Fig．3）である。
4）glycerol筋に対するsalyrganの伸展効果に及ぼす
　　Mge，　Ca朴の影響
　glycerol筋に10『2Msalyrgan（K：濃度：0．16　M），及び
同液にそれぞれ5×10”3MのMgCl！並びva　CaC12を共存
せしめて作用した成績がIFig．4）である。
“・　本研究費の一部は昭和30年度交部省科学研究費（永井）によった。ここに深甚なる謝意を表する。
“一　Salyrgan：　sodium　［o－Hydroxymercurimethoxypropyl　carbamyl　phenoxyl］　aeetate．
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Fig．　1．　The　effects　of　Mg　and　Ca　ion　on
　　the　extension　of　glycerinated　musle
　　　　　fibers　eaused　by　O．6　mol　KCI．
　　Fiber：　［llreated　for　50　days．
　　Time　marks　：　1　min．
　　Arrow：　Addition　of　test　solution
　　Ca：　10－3M
　　　　　　　　　　　　　　（final　concentration）
　　Mg：　10’3　M
Fig．　3．　The　effects　of　Mg　and　Ca　ion　on
　　the　extension　of　glyeerinated　muscle
　　　　fibers　caused　by　pyrophosphate．
Fiber：　Treated　for　15　days．
Time　marks　：　1　min．
Arrow：　Addition　of　test　solution
PP：　10－2　M　Na－pyrophosphate．
PP十Ca　：　10－2　M　Na－pyrophosphate－1－5×
　　　　　　　　　lo－3　M　CaC12．
PP十Mg：　10－2　M　Na－pyrophosphate十5×
　　　　　　　　　lo－3　M　MgCIL，．
Fig．　Z．　The　eff’ects　of　Ca　ion　on　the　shortening　and　extension　of　glycerinated
　musele　fibers　caused　by　ATP　in　the　presence　of　various　KCI　concentrations．
　　　　　　　　　　　　　　Fiber：　Treated　for　46　days．
　　　　　　　　　　　　　　Time　marks：　1　min．
　　　　　　　　　　　　　　Arrow：　Addition　of　test　solution
［e．1　M　KCI］
Control　：　4×　10－aM　ATP　（［K］　：
Ca”＝ATP＋5×10－3　M　CaC12
［0．3MK二Gl］　　　　　　　・
Control　：　4×　10－3M　ATP　（［KJ　：
Ca“：　AT？十5×10一：i　M　CaCIL，
O．1M）
O．3　M）
［O．4　M　KCI］
Control：　4×10’3MATP（［K］：
Ca”　：　ATP十5×　10－b’　M　CaCIL）
（O．5　M　KCI］
Contro1：　4×10－3　M　ATP（［K］二
Ca”　：　ATP十5×　10一”　M　CaCIL，
O．4　M）
O．5　M）
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Fig．　4．　The　effects　・of　Mg　・and　Ca　ion　on
　the　extension　of　glyeerinated　muscle
　　　fibers　caused　by　sal，yrgan．
Fiber：　Trated　fpr　8　days．’
Time　marks：　l　min．　，”
Arrow：　Addition　of　test　solution
S：　10－2M　salyrgan
S十Mg：　10’L’M　salyrganH：．5×10－3　M　MgC12
S＋Ca　：　10一1　M　salyrgan＋．5×10－SM’CaClg
Fig．　5．　The　effeets　o£　Mg　and　Ca　ion　on　the
　extension　of　glyeerinated　muscle　fibers
　　by　ATP．　The　一fibers　were　treated
　　　　　previously　with　salyrgan．
　Fiber：　Tra七ed　for　30　days．
　Time　marks　：　1　min．
　Arrow：　Addition　of　test　solution
　ATP：　4×10一一3MATP（［K］：　O．16　M）
　ATP・Ca　：　4×10h3M　A［1］P十5×10－3M　CaCIL］　’
　ATP・Mg：　・4・×10r3－M’　ATP－F5×10－3M’・MgC12　’
5＞glycerol筋に対するsalyrgan前処置後のATPめ伸
　　展効果に及ぼすMg”，　CaVの・影響
　0．16MKICI十5×10一3Msalyrganで10分団前処理した
のち，これva　4×　10－ii　M　ATP液孜びATP液にそれぞれ
5x10－3MのMgCI，）並びva　CaCl・、，を共存せしめて作用した
成績が（Fig．5）である。
　　　　　　　　　総括並びに考按
以上の成績を総括すると
　　1）glycerol筋は200　mgの荷重で，　O．6　M　1（Clを作用
　させると著明に伸展する。しかし団液に10『3MMgC12及
　びCaCI2を共存せしめて作用しても著明な影響を示さない
　（Fig．　1）．
　　2）glycerol筋は4×10－3　M　ATP　M（K濃度：O．1M）
　で短縮するが，このATP液に5x10－3　M　CaCI2を共存せ
　しめて作用すると著明に短縮を抑制する（Fig．2「o．1M
　KC1］）。またATP液のK濃度を〔）．3　M　Iしすると，0．1　Mの
　場合に比し，短縮高の抑制を示し，同液に5×10『3M
　CaC12を共存せしめて作用すると，全くATP短縮を示さ
　ず，むしろ軽度に伸展する（Fig．2［o．3　M　KCI］）。さらに
ATP液のK濃度をα4　Mに増すと，小短縮に次いで伸展
　を示し，0．5瓢KCI環境では伸展のみを示す。　またATP
　液中のKCI終濃度iが0．4　M，0．5　Mに＝なる如く，おのおの
5x10－3　M　CaCIL）を共存せしめて作用すると，対照のATP
　液の伸展度にほぼ平行して，同程度の伸展を示す（Fig．2
　［O．4　M　KCI］，　［O．5　M　KCI］）．
　　3）10『L’　Mpyorphosphateを一定荷藪』下のglycerol
　筋に作用せしめると軽度に伸展する。なお，この仲二度は
　同液に5x10－1モMMgC12硲辱存する，ζ止により著明とな
　るが，5×10－3MCaG12を＃存せしめて作用しても，対照の
　10－2Mp．yrophospha七eと像ぼ同様な伸展を示す（Fig．3）。
　　4）glycerol筋に一定荷重下で10H2　M　salyrganを作
　話せしめると，緩い角度で伸展が始まり，その後伸展は促
　下して伸展曲線の角度が急傾斜になり，その後再び角度が
　緩くなる。　しかし，同濃度のsalyrganに5xlo－3M
　MgCI2またはCaCl）・を＃存せしめて作用しても，　glycero1
　筋の伸展に著明な影i響をあた1えない（Fig。4）。
　　5）glycerol筋は一定荷距下で，0。16　M　KCI十5x10－3
　Msalyrganで前処置しても，殆ど伸展を示さない。とこ
　ろがsalyrgan前処置したglycerol筋に，同液を捨てた
　のち，4×10『3MATP液を添加すると明らかに伸展する。
　また同条件下でATP液に5×10－3　M　CaC12を共存せしめ
　て作用すると，対照のATP液を上廻る伸展促進を示し，
　向様に5×10’：i　M　MgCl，・を共存せしめて作用すると，対
1照め，奈TP液並研咋ATP濯＋CaC12よりii奢明1⊂伸展する
口臨5）LL，．
　　以上の成績に基き’以下考察を試みる
　1．濃厚KC1液によるglycerol筋の伸展とMg”，　Ca”
　　前報」）・2）で著者は9工Ycerol筋の弛緩機構について，
Mg’T，　CaWのf1F野面から詳細に検討し，　glycerol筋の弛
緩機構に結局AM系の解離に基ずくものであろうという
永井3）の見解を裏附けヲこ。
　　先に丸i⊥1’i）は濃厚KCI液のみによるglycerol筋の偏心
　に関して報告した。それによれば，glycero1筋は200　mg
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の荷重下で0．5　M　KCIまでは殆ど仲展しないが，　O．6　M
KCIで伸展する。　また永井，）tL山によれば，かかる濃厚
KCIによる伸展はglycerol筋のderigor過程に一致する
ものである。一方，高濃度KCIによるglycero1筋の伸展
に対するMg’ト，　Ca’＋作用を検討した成績は未だ報告され
ていない。三門は脱hysteresis　glycerol筋（derigor　gly－
cerol筋）に対するMgtr，　Ca←vの作用を検付すべく，前述
の実験（Fig．1，2）を行った。
　成績に示す如く（Fig．　1），　glycerol筋は；SLILiの報告の如
く，0．6　M　KCIで伸展するが，かかる伸展に対してCaft，
Mg←は殆ど影響を示さない。このことは，前野D・2）の
ATP共存下におけるMgi＋の伸礎促進効果並びlz　Ca＋vの
伸展抑制効果と比較すると興味1突い。即ち，このことは
ATP非共存下ではglycerol筋が三門KCIにより惹起さ
れる伸展（derigor＞にMg什，　Ca”は著明な影響を示さない
ことを強く示唆するものである。　しかしFig，2に示す如
くATP共存下でもC詑は0．4，0．5　M　KCI濃度環境おい
ては，対照のATP液とほぼ1司様の仲展傾向を示し，先に
著者が指摘した一fa　KCI濃度環境（0．1～0．16　M）における
Ca廿作用と異る点は注目すべきである。しかし，この現象
については三二を指摘するのみで現在なお説明し難いが，
先にS．Korey5’），著者Dが認めた，　ATP液にCaCIL・を共
存した際のnucleotideの沈澱，及びS．　S．　Spicer6’｝が報
告してbるAMとATPの結合に際してCゴはMgトトと逆
にATPの作用を低濃度償えずらすこと，並びにCa出は
Mg“トに比しATPに結合しi難いこと，またATPと結合し
た勘含のPHの変動がMg”のそれに比し少いこと等を：考
慮．し，さらに，これらのイオンとglycerol筋の吸着＝状態
を明らかにした上で論じられるべき・であらう。なお以上の
如く，荷重下で各KCI濃度環境におけるglycerol筋の伸
展に対するCa”作用に関しての報告は未だないが，　glye－
erol筋のhomogenateを用いて，各濃度KCI環境でその
澗濁度に対するMg＋ト，　Ca朴の影響を検討した榊原：7）の成
、績がある。　それによれば，ATP存在下でMg’＋は各濃度
KCI環境のhomogenateのII癖蜀度を増しt　Ca汁は瀕濁度
を滅乱せしめる。　しかして氏によれば，澗濁度の増加は
AMのderigorに，低下はrigorの程度に大体平行する。
とすれば，Mg”はAMのderigorを促進し，　Ca’Tはri－
gorを促進するものと解される。
　しかし，この成績を，荷1「じドで観察した二者の成績〔Fig．
1，2）と比較するに，三三：下においてはglycerol筋のイ1ひ展
（derigor）に対してCゴの抑制作用は著明でなく，この点
で両者は相違する。しかしてかかる相違は実験条件の差，
なかんづく荷乗の右無によるものと思考され．る。しかし，
何れにしても，ATPと濃厚KCIによるglycerol筋の伸
展に対しては，Mg”の促進作用に比し，　Ca“の伸展抑制
効果は著明でない。　このことは，AM－ATP系反応に対す
るMg←ト，　Cゴ「の作用点がそれぞれ異るためか，或いは作
用点が同じとしても，SS．　SpicerのいうAM或いはATP
｝⊂対する両イオンのaMnityがそれぞれ異るためによるも
のかは明かでないにしても，両イオン，特にCa＋トの作用
が，単にATPを介してAM分子の結合強化（hysteresis
或いはrigor促週のみで説明出来ず，この点に関しては
なお検討を要する。
1L　pyrophosphateによるglycerol筋の伸展とMg“，
　　Ca”
　gl．ycerol筋にpyrophosphateを作用させると，肉眼的
に硝子状透明となり弾性も増す。またかかるglycerol筋
に一走の荷重を負すと伸展することは先にメLl」」’S）によって
幸賄された。しかして永井3）によれば，glycerol筋に対す
るpyrophospha七eの伸展機構については，前述の高濃度
KCIのそれと同一機．瞬，　即ちAM系の解離と関係し，脱
hys’teresis或いはderigorに対応するものである。
　J．R．　Bendalls）は一定荷重一下でglycerol筋をATPで
短縮させた後，各種濃度のpyrophosphateを添加して
glyeerol筋の伸展度を検討した。それによれば，　M虻の
共存下ではpyrophosphateは10－3Mの如き低濃度で
glycerol筋を仲展せしめるが，　Mg’†非共存下では4×10一「）
Mでさえも伸展せしめないという。　このことは，先にE．
Bozler9），丸山1（1）等，著者1＞・L））が報告したMgH共存下の
glycerol筋に対するATPの伸展促進効果に拠めて類以し
ている点で興味深い。なお，従来pyrophospeateの伸展
作用に及ぼすMgi’bの影響に関しての報告に比し，　Cザの
それは極めて少く，特にpyrophQsphateのみによる（ATP
（一））glycerol筋の伸展に対するCが作用については従来全
く報告を見ない。
　成績に見る如く（Fig。3），　Mg←’はglycerol筋に対する
pyrophospha七eの伸展作用を促進するに反し，　Cゴは本
実験条件下では著明な影響を示さない。なお，10－2M～5
x10－2　M　pyrophosphate．trc　10－2　M　CaC1L・を共存せしめ
ると，肉眼的に白濁の沈澱を認めるが，かかる試験液を
glycerol筋に作用せしめると，　pyrophosphateによる
glycero！筋の伸辰iは抑制された。この伸展抑制は恐らく
沈澱．によるpyrophosphate濃度の減少セこよるものと思わ
れる。
　以上，pyrophospha七e　tl＊　Mg“ト共存下でg王ycerol筋の
伸展を促進すること，一・定濃度比でCaq12と共存せしめる
と沈澱する点，並びに化学構造の上でATPと類似性が認
められる。　しかし，glycerol筋の伸展時におけるCa＋F作
用の面で両者はやや異る。即ち，前幸1贈の如く，一fe”　KCI
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濃度のATPによるglycerol筋の仲展に対し，　Ca｛“は抑
制作用を示すに反し，pyrophosphate（［K］：0．16　M）のそ
れに対しては著明な影響をあたえない。同様なことがAM
液の粘度変化についても認められている。森沢11）によれば
pyrophosphateによるAM液の粘度変化に対し，　Mg＋’は
著明な影響をあたえるに反し，Cal’は対照のpyrophos－
phateと同様な変化を示すのみである。　しかして，　glye－
erol筋に対するATP，　pyrophosphateの作用に及ぼす
Ca＋’の影響がそれぞれ異るとすれば，　AM－ATP系反応に
対するCa“’の作用点の1つがATPのadenin棲に関与す
る可能性も示唆される。しかし成績に示す如く（Fig．2），
glycerol筋に対するATP・Ca”＋作用もK：Cl濃度環境によ
り種々異り，特に0．4，0．5MKCI・環境ではCa＋トを含まな
いATP液とほぼ同様の仲卸を示す事実があり，この点に
関しては，将来triphosphateを用いて同様の実験を行う
等，検討を必要とする。　また若狭12）によればAM溶液に
対するpyrophosphateの溶解性が一定濃度比のMg“トに
よって阻害されるという。このことはglycerol筋に対す
るpyrophosphateの伸展効果がMg‘“で促進されること
と一見草聖しているが，これは両＝者のpyrophospha㌻eと
Mg”の濃度比が異るためと思考される。
　以上の如く，glycerol筋に対するpyrophosphateの伸
展効果に及ぼすMg“F，　Cai＋の作用機序：については，　なお
不明な点が多いが，glycerol筋に対するpyrophospba七e
の脱hysteresis作用（derigor作用）にともなうAM分子
の結合状態の変化に対する両イオンの作用の他に，pyro－
phosphateにMgC12またはCaCIL・を共存せしめた時のpH
の低下揃述の実験条件ではPyro（pH＝7），　Pyro－1－MgCl．・
（pH：58＞，　Pyro十CaCl．・（pH＝6．4）），及びS．　S．　SpicerG）
のいうMg－pyrophosphate　complexを形成することによ
るglycerol筋えの影響，並びに沈澱物の性質が詳細に検
言寸されねセまゾよらなレ・。
III．　salyrganによるglycerol筋の伸展とMg””，　Ca’F
　AM一・ATP系反応に対するsalyrganの作用については
従来多くの研究がなされている。即ちK：．Baily＆S．　V．
Perry13）はactinとmyosinの結合及びmyosinとA．TP
の結合は何れもmyosinのSH基に関係すると述べ，　ATP
によるAM系の短縮におけるSH基の重要性を示唆した。
そのこF．Turbai4）等はactinの重合，及びAMとATP
の相互作用がsalyrganなどのSH基阻害剤で強く抑制さ
れるのをみた。またH．H．　Weberig）等によれば，　ATPで
glycero1筋を収縮させたのち，洗糠してATPを除去し，
これに微量のsalyrganを加えてもtensionは殆ど変らな
い。ところが，これに再びATPを添加すれば，　glycerol
筋は弛緩する。　しかしこの弛緩したglycerol筋にcys一
teineを作用してsalyrgan効果を除けば再び収縮する。
かかる現象について氏は，salyrganによってATPaseが
抑制される結果，ATPのplasticizing　action（derigor作
用）があらわれるによるという。著者の教室においても，
麦倉1のはAS（III）（oxarsan）がAMの超沈澱を強く抑制す
ることを見，：丸山17）はglycerol筋のATP短縮を抑制す
ることを見ており，共にsalyrganがpyrophosphateと
同様にAMの解離（脱hysteresis或いはderigor）とATP－
ase抑制の両作用を有すると述べている。また若狭18）によ
れば，salyrganはpyrophosphateと同様にAM溶液の
溶解度をます。但し，低濃度側ではpyrophosphateによ
る溶解度がやや強く，高濃度では逆にsalyrganの溶解度
がやや高い。　同様な現象を森沢11）はAM液の粘度変化に
ついて認めている。要するに以上の事実は，salyrganが
AM分子の構造を著しく変化せしめることを示すものであ
らう。なおATPによるglycerol筋の収縮面を抑え，弛
緩面のみを示すsalyrgan作用は，弛緩面を選択的に検討
る上に好都合のものといえよう。
　著者はかかる見地よりsalyrganを用いた実験を行い，
伸展に対するMge，　Ca”の影響を検討した（Fig．4，5＞。
成績に示す如く，10一2皿salyrganは200　mgの荷重下で
glycerol筋を伸展せしめる。　しかし教室1の酒井19）によれ
ば，salyrganは5×IO『9　Mでglycerol筋を仲曝せしめ，
10砲Mでは殆んど伸展しないという。この点に関しては
glycerol筋の個体差の他，　salyrganのsampleの相違が
問題であろう。即ち氏は注射液（lgvosin）を用いたが，著
藷は結晶を用いたことによるものと思われる。即ち注射液
では濃度の規定が正確に出来難いこと，及び共存せる薬物
（Theophyllin）の影響等によりかくの如く相違したもので
あろう。　しかし儂度の差こそあれ，salyrganは一定荷重
下でglycerol筋を伸展せしめるものである。なおこの事
実は，前述のsalyrganを作用させても七ensionは変らな
いというH．H．　Weberの成績と異るt，この相違はsal－
yrgan濃度によるものと思考される。即ち氏は微量6．6×
10－iMを用いており，著者等の1！10量以下の濃度である
ためによるものであろう。
　salyrganによるglycerol筋の伸展が，高濃度KCI，
濃厚pyrophosphateと同様に緩い伸展に始まり，弐いで
急激な伸展曲線を示し，再び緩い伸展相の三相を以て伸展
することは興昧傑い。しかしかかるsalyrganのみによる
glycerol筋の伸展に対しては，前述の高濃度K：Clのそれ
と同様にMgi＋，　Ca’トは影響をあたえない。森沢IDによれ
ば，salyrganはAM液の粘度を減少するが，これに対し
てMgモ’，　Cahは影響をあたえ，ないという。
　glycerol筋をsalyrganで処理したのちのATPの伸展
9巻5／6号 藤田　　Glycerol筋と脱Hysteresis　Glycerol筋の短縮　III307
作用に対して，Mgbは明らかに促進し，　Ca＋トも対照の
ATP液以上にglycerol筋を伸展せしめた事実は従来全く
報告されぬ知見であり，注目すべき’現象である。この傾向
にsalyrganとATP及び両イオンをそれぞれ其存せしめ
て作用しても現われるが，salyrgan　vc　ATP，及びATP・
Mg÷トとを共存せしめた時はglycerol筋は小短縮についで
仲展した。即ちsalyrganは前処置，共存の何れでもATP
共存下ではMg”，　Ca’ト作用が顕著である。　このことは，
saly．rganによってATPase作用が抑制されても，なお
ATP存在下ではglyeerol筋に対するMg”，　Ca”作用が
明らかにあることを示し，glycero1筋のATP短縮，伸展に
対する両イオンの作用機序沁ミ単にATPase作用をmodify
するのみならず，ATPとAM分子の結合とに何等かの作
用を有することを強く示唆する。
　salyrgan処理glycerol筋のATPによる伸展に対し，
Ca甘は対照に比してむしろ伸展を促進した事実について
は，なお説明が困難であるが，このことはsalyrgan処理
によるSH基の阻害，及びATPを介するAMえの作用の
他，salyrganとATP，　Ca“及びglycerol筋間における
吸着，pH変化等を考慮して検討が加えられねばならない。
　以上を総括すると
　著者は先va　AM－ATP系反応に対するMg”，　Ca什の作
用機序につき・，glycerol筋の短縮並びに伸展に対する両
イオンの作用を詳細に検討した結果，ATP存在下におけ
る両イオンのAM分子に対する作用に関して考察を加え
た。
　しかし上述の如く，濃厚KCI，　salyrganのみによる
glycerol筋の伸展に対して両イオンは影響を示さず，
ATP共存下でそれぞれ著明な作用が出現すること，並び
にpyroph（）sphateによる伸展に際してMg＋トが著明に促
進する点等より，glycerol筋に対する両イオンの作用の1
つが確かにATPを介して行われると思考されるが，なお
これのみでは両イオン特にCaa＋の作用機序の理解に困難
な点がある。AM－ATP系反応に対する両イオンの作用に
ついてさらに多方面からの検討が望ましい。
結 論
等張性積桿を用いて，glycerol筋に対する高濃度K：Cl，
pyrophosphate並びにsalyrganの伸展作用に対する
Mgh，　Ca”の影響を検討して下記の成績を得た。
　1）0．6MKCIによるglycerol筋の伸展に＝対してMg←，
Ca”は著明な影響をあたえない。
　2）glycerol筋に対するpyrophosphateの伸展作用を
Mg”は促進するが，　Caeは著明な影響をあたえない。
　3＞salyrgenは10『2　Mでglycerol筋を伸展せしめる。
しかし，この伸展に対してMg馬Ca＋tは影響をあたえな
い。
　4）5×10一3Msalyrganで前：処置したglycerol筋は
4×10－3MATPで伸展する。この伸展に対してMg＋ト，
Ca什は共に促進する。
　以上の成績に基き，glycerol筋に対するMg”，　CaHの
作用機購について考察を加えた。
　　　　　　　　　　　　　　（昭和31．5。28受付）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S”mmary
　　　　The　effects　of　magnesiutn　and　calcium　ions　on　the　isotonic　relaxation　of　glycerinated
muscle　fibers　caused　by　the　solution　of　highly・．concentrated　KCI，　pyrophosphate　and
．salyrgan　were　studied　with　the　following　results．
　　　　　1）　Magne＄ium　．and　calcium　ions　has　no，remarkable　effects　on　the　relaxation　of
glycerinated　muscle　fiber　caused　by　O．6　mol　KCI．
　　　　　2）　On　the　relaxation　of　glycerinated　muscle　fiber　caused　by　pyrophosphate，　magn－
esium　ion　shows　a　promotjng　effect　but　no　remakable　effect　is　seen　in　the　case　of
calcium　ion．
　　　　　3）　The　glycerinated　muscle　fiber　is　relaxed　immersion　in　a　salyrgan　solution　of
10－2M．　However，　magnesium　and　calcium　ions　have　no　effect　on　this　relaxation．
　　　　　4）　The　model　fiber　which　was　previously　treated　by　salyrgan　solution　of　5×10’：i　M
relaxes　in　an　ATP　solution　of　4×10一’i　M．　Magnesium　and　calcium　ions　accelerated　this
relaxation．
　　　　From　the　above，　the　mechanism　of　the　effects　of　magnesium　and　calcium　ions　on　the
glycerinated　muscle　fiber　was　discussed．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　28，　1956）
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